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  企 画 教 育 委 員 会 記 録 

 

１  日    時    令和２年５月１５日（金） 

                  午後１時５９分  開会 

                  午後２時１４分  閉会 

 

２  場    所    第２委員会室 

 

３  出席委員 

委員長 藤 田 誠 一   副委員長  伊 藤 嘉 秀 

委員   井 谷 幸 恵   委員      神 野 恭 多 

委員  黒 田 真 徳   委員     伊 藤 謙 司 

委員  藤 田 豊 治   委員    仙 波 憲 一 

 

４ 欠 席 委 員   

   委員  米 谷 和 之 

 

５  説明のため出席した者 

  ・副市長   寺 田 政 則 

   ・企画部    

部長 亀 井 利 行 
総括次長（ＩＣＴ戦略課長/

選挙管理委員会事務局長） 
山 内 嘉 樹 

次長（財政課長） 木 俵 浩 毅 総合政策課長 加 地 和 弘 

             

６  議会事務局職員出席者 

 係長 神野 瑠美 

 

７ 本日の会議に付した事件 

   （１）副委員長の選任 

（２）委員席の決定 

（３）付託案件審査 

議案第３６号 令和２年度新居浜市一般会計補正予算（第２号） 

８ 会議の概要 

○ 開 会  午後１時５９分 

 

●藤田委員長：＜開会挨拶＞ 

〇担当書記：＜挨拶＞ 
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（１）副委員長の選任 

●藤田委員長：これより副委員長の互選を行う。副委員長は指名推選により行う。御異議 

ないか。 

●井谷委員：異議あり。 

●藤田委員長：異議があるので、投票により行う。 

 

休憩 午後２時００分／ 再開 午後２時０２分 

 

●藤田委員長：ただいまの出席委員数は８人である。投票用紙を配付する。 

（投票用紙配付） 

●藤田委員長：投票用紙の配付もれはないか。 

     （なし） 

●藤田委員長：配付もれなしと認める。投票箱を改めさせる。 

     （投票箱点検） 

●藤田委員長：異常なしと認める。投票は単記無記名である。投票用紙に被選挙人の氏

名を記載の上、順次投票願う。ただいまから職員が投票箱を持って回る。 

    （巡回、投票） 

●藤田委員長：投票もれはないか。 

     （なし） 

●藤田委員長：投票もれなしと認める。投票を終了する。開票を行う。会議規則第127

条の規定に基づき、第30条第２項を準用し、立会人に黒田真徳委員を指名する。黒田真

徳委員の立ち合いを願う。 

     （開票） 

●藤田委員長：選挙の結果を報告する。 投票総数８票。これは先ほどの出席委員数に

符合する。そのうち、有効投票８票、無効投票なし。有効投票中、伊藤嘉秀委員７票、

井谷幸恵委員１票、以上のとおりである。この選挙の必要得票数は２票である。よって

伊藤嘉秀委員が副委員長に当選された。ただいま副委員長に当選された伊藤嘉秀委員が

ここにいるので、会議規則第127条の規定に基づき、同規則第31条第２項を準用し、本

席から告知をする。副委員長に当選された伊藤嘉秀委員から挨拶がある。 

●伊藤嘉秀副委員長：副委員長就任挨拶 

 

（２）委員席の決定 

●藤田委員長：委員席を決めたいと思う。委員席をどのようにするか。 

●委員多数：現状どおり。［全員異議なし］ 

●藤田委員長：それでは現在着席のとおりに決定する。（別紙） 

 

休憩 午後２時０７分／ 再開 午後２時０８分 

 

（３）付託案件審査 
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○予算議案（企画部その他関係者） 

◇議案第３６号 令和２年度新居浜市一般会計補正予算（第２号） 

〇木俵企画部次長（財政課長）：＜説明＞ 

 

＜質 疑＞  

●仙波委員：残高はいくらになるのか。 

〇木俵企画部次長（財政課長）：まだ決算が出ていないため正確な数字ではないが、現在

の見込みとして令和元年度末の基金残高が31億円から32億円の間になると見込んでいる。

今回5,050万円の基金繰入金を追加し、合計で11億946万円であるので、決算後の数字とし

ては21億円程度になるのではないかと今現在見込んでいる。 

●仙波委員：平成16年災害の時にも繰入金を使ったが、その時と比較して今回の基金残高

はどうなのか。 

〇木俵企画部次長（財政課長）：財政調整基金の残高については適正な指標というものは

なく、国の調査に基づくと全国的な平均は標準財政規模の大体５％から20％のところが多

い。新居浜市の場合でいうと、標準財政規模が大体270億円くらいであるので、10％であ

れば27億円、20％になると54億円ということになるが、以前から申し上げているように大

体30億円前後は確保しておきたいというのが目標である。今回に関しては、新型コロナウ

イルス感染症対策等により一般財源をつぎ込まなければならない等の事情もあったため、

予算上は先ほど申し上げたとおり21億円程度になる見込みとなっている。ただ、今後も新

型コロナウイルス感染症対策に関してであれば、国からの交付金などを財源として充てる

ことも考えられるため、そういったところも利用しながら財政調整基金残高に関しては30

億円前後は確保したいと考えているが、現時点では厳しいという認識である。 

 

＜討 論＞ な し 

 

＜採 決＞ 全会一致 原案可決 

 

○閉 会  午後２時１４分 
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企画教育委員会付託案件表 

 

令和２年５月１５日 

 

○予算議案（企画部その他関係者） 

議案第３６号 令和２年度新居浜市一般会計補正予算（第２号） 

第１表  歳入歳出予算補正中 ﾍﾟｰｼﾞ 

歳入 全部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   2･8 

 

 

 


